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「かつ大品」と聞いて、すぐに理

解できる人は少ないと思います。「か

つ大品」とは、元々「鉄道貨物で基

準を超える貨物」を示していたよう

です。今では、その他の特殊貨物を

扱うという意味で、重い品物を称し

て「重量品」にも使用されています。 

各輸送モード（陸上、海上、航空）

によって輸送制限値が異なるのは当

然なので、ここでは「かつ大品の道

路輸送」に絞った基準値についての

話をしたいと思います。 

日本国内で、道路輸送における輸送

制限を設けている法律が次の 3法です。 

まず、法の目的からして、「道路運

送車両法」は“道路を通行する車両”

そのものについて規定しています。

次に「道路法」は“道路構造物自体”

に関わる規定であり、「道路交通法」

はその言葉の通り、“道路を通行する

交通の安全”に関する法律です。 

「道路運送車両法」は、車両を製

造する段階で必要となる法律なので、

多くの荷主、運送会社にとって直接

関係するのは「道路法」と「道路交

通法」になります。規制値をみると

法の趣旨・性質上、若干の相違はあ

りますが、下表の通り非常によく似

ています。 

コンプライアンスが叫ばれる現在、

これらの法に違反すると運送会社だ

けではなく、荷主も大きなペナルテ

ィを受けることになってしまいます。 

では、この制限値以内の貨物しか

運べないのかというと、それでは日

本経済が行き詰まってしまうため、

それぞれに「特例申請」があります。 

注意点は、「道路運送車両法で基準

緩和された車両は、“分割不可能な貨

物”の輸送しかできない」、つまり、

「いわゆる“ばら積み”はできない」

ということです。ただし、特例 8 車

種において

は、安全上

の処置を条

件 と し て

“ばら積み”

が許可され

ています。 

では、「そ

の制限を超

える貨物の輸送限界はどこまでか？」

という点については、道路、道路構造

物状況、道路沿線状況、交通状況等、

さまざまな要因によって異なるため、

一概には規定できません。 

筆者の経験から言えば、「高さ」

は上空の障害物を全てチェックして

障害物がないことを証明すれば、各法

の特例申請で許可されるケースが多

く、かつ 4.1m まで申請不要の「指定

道路」も増えています（日本の道路の

高さの建築限界は 4.5m）。「幅」は基

本的に 3.5m を超えると許可取得が難

しくなります（日本の車線幅は 3.5m）。

「長さ」は全ての交差点、曲線路をチ

ェックして障害とならないことを証

明し、誘導体制等の安全対策が認めら

れれば許可されるケースが多くあり

ます。「重量」はセミトレーラ連結車

両で車両総重量 44ｔ以下に関しては

許可が出やすいです。それ以上に関し

ては、障害となる橋梁等道路構造物の

調査、強度検討を行い、強度的に十分

耐えうると道路管理者が判断すれば

許可されるケースがあります。 

筆者の経験上、一般公道を輸送した

最大重量の貨物は「浜岡原子力発電所

の核反応容器（RPV）」で、輸送架台を

含めて約 900ｔの RPVを 12km輸送した

ことがあります。もちろん一般公道と

はいえ、橋梁は事前に補強設計済みで、

一般車両には全面迂回のご協力をい

ただいて実施しました。  
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 企業物流短期動向 経済研究部 担当部長  佐藤 信洋 

2016年 3月調査における国内向け出荷量『荷動き指数』をみると、2016年１～３月実績では△11で、前期（2015年 10～12月）実績

から 9 ポイント悪化しました。一方、４～６月見通しでは６ポイント上昇して△５と、小幅な改善が見込まれています。ただし、本調査は３月初旬に

実施したものであり、４月中旬に発生した「熊本地震」の影響は加味されておりません。 

九州には、大手製造業者や部品等のサプライヤーなどが多数集積しており、こうした企業の操業停止の影響は小さくないと考えられます。また、被災 

地は阿蘇山や温泉などの観光資源を有する一大観光地であり、観光産業におけるダメージも懸念されます。こうしたこと

から、次回調査において、４～６月の『荷動き指数』の実績値が今回調査の見通し（△５）を下回るのはおそらく避け

られないでしょう。先月の本欄で、日本経済が景気後退局面入りしている可能性について書きましたが、熊本地震の発

生に伴い、その可能性はさらに高まったと言えるのではないでしょうか。 【国内向け出荷量の見通し】 

① 道路運送車両法 

（所管官庁：国土交通省[旧、運輸省]） 

② 道路法 車両制限令 

（所管官庁：国土交通省[旧、建設省]） 

③ 道路交通法（所管官庁：警察庁） 

表：3 法の比較表 

道路運送車両法 道路法 道路交通法

（貨物に無関係） （貨物積載状態） （貨物積載状態）

・2.5m ・2.5m ・車両幅を超えないこと

（貨物に無関係） （貨物積載状態） （貨物積載状態）

・3.8m ・3.8m ・3.8m

・指定道路では4.1m ・指定道路では4.1m

（貨物に無関係） （貨物積載状態） （貨物積載状態）

・車両全長：12.0m ・12.0m ・はみ出しは車両長の10%を超えないこと

・セミトレーラ（指定8車種）：13.0m
・高速自動車道走行の連結車両に
は特例あり

・他の車両を牽引する場合は25.0m以下

（貨物積載状態） （貨物積載状態） （貨物積載状態）

・車両長、軸距に応じて20～25トン ・一般道20トン ・車検証の最大積載量以下

・セミトレーラは最遠軸距に応じて20～28トン ・指定道路25トン

・特例8車種は367トン ・バン型、フルトレーラに限り特例あり

車両
総重量

長さ

高さ

幅
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3 月 8 日～10 日はドイツ南部の都

市シュトゥットガルトでロジマット

（LogiMAT：マテハン機器の展示会）

が、3 月 14日～18日はドイツ北部の

都 市 ハノ ーファ ー でセ ビット

（CeBIT：IT サービス・ソフトウェ

アが中心の見本市）が開催されまし

た。2週間空けて 4 月 4日～7日、今

度はアメリカ南部ジョージア州アト

ランタでモデックス（MODEX：北米最

大といわれるロジスティクス業界の

展示会）が開催され、その全てに参

加してきました。正直言うとかなり

疲れました…（泣）。しかしこれで終

わりではなく、2 週間空けた 4 月 25

日～29 日には再びドイツに舞い戻

り、欧州最大の工業関連展示会とい

われるハノーファー・メッセに参加

予定です。今回は上記 3つの展示会、

カンファレンスで得た情報を元に、

最近日本でも話題になっている IoT

（Internet of Things＝モノのイン

ターネット）が、欧米のロジスティ

ク業界でどのようにとらえられてい

るかについてご報告いたします。ハ

ノーファー・メッセのご報告はまた

別の機会に・・・。 

◆セビットは IoT 祭り 

ちょうどドイツでセビットに参加

していた頃、韓国・ソウルでグーグ

ルの人工知能「AlphaGo（アルファ碁）」

と、韓国の世界最高峰プロ棋士イ・

セドル氏による囲碁の対戦が行われ、 

4 勝 1敗で人工知能が勝利するとい 

う衝撃的なニュースが世界を駆け巡

りました。セビットでは IBM などの

企業が大々的に人工知能を宣伝して

おり、さっそく各ブースやカンファ

レンスでこのニュースに言及し、「人

工知能による社会がまもなくそこ

に！」「IoT 時代到来、乗り遅れる

な！」といった煽る感じの雰囲気に

溢れていました。最近のネット用語

でいうと“祭り”状態だったと表現

してよいかと思います。 

セビットよりもロジスティクス色

が強いロジマットでも、IoT の物流

分野への活用が話題になっていまし

たが、こちらは(1)マテハンの自動化、

（2）サプライチェーンの縦割り是

正・水平化（データも同様に 1 社だ

けでなくシェアされていく）、（3）IoT、

といった段階を踏んだ内容で、セビ

ットの「もう IoT がすぐそこに！」

といった煽り感はなく、落ち着いた

事業環境予測でした。筆者が考える

に、セビットの IT サービス・ソフト

ウェア企業は「IoT を売る側」なの

で、煽ってでも大きなトレンドにし

たいということでしょう。 

 

一方、ロジスティクス業界は多く

が「買う側」もしくは「活用する側」

なので、流行に踊らされるのではな

く、投資額と中長期的なリターン（回

収）を見極めて粛々と判断していく

といった、企業経営としては極々当

り前の対応をしているように見受け

られました。欧米企業では何におい

ても ROI（Return on Investment＝

投資資本回収率）が重視されていま

す。ただし、単年度の ROIではなく、

中長期的な ROI であることに注意が

必要です。 

◆IoT への大きな流れは不可避 

売る側、買う側に多少の温度差は

あるものの、近い将来ロジスティク

ス業界に IoT が導入されていくのは

不可避という考え方が、欧米では大

勢を占めていました。理由は需要側、

供給側の大きな環境変化です。以下、

順を追って説明します。 

 需要側 

第一に、E コマース市場の爆発的

な増大と消費者の買い方の多様化

（オムニチャネル）が主な要因です。

これらは日本でも昨今ロジスティク

ス業界で言い尽くされた感がある事

業環境の変化ですが、欧米市場でも

同様です。 

第二に、消費者の物の買い方の変

化に対応したメーカーの変化です。

これはカンファレンスでよく使われ

ていた例を挙げて説明した方が分か

りやすいと思います。 

最近若者が車を買わなくなったと

いうニュースを日本で聞きますが、

欧米でもその傾向があるようです。

格差社会や将来的な不安からお金を

使わないなど様々な原因があげられ

ていますが（筆者はこの分野の専門

家ではありません）、消費行動の変化

も一因として挙げられます。若者達

は車を所有することではなく、車を

使って必要な時に“移動すること”

に価値を見出しているという見方で

す。つまり車という「消費財」を買

うのではなく「移動性（英語では

Mobility と表現されます）」を買う

のです。そうなると、自動車メーカ

ーはこれまでの「自動車を製造して

ディーラー経由で販売する」といっ

たモデルを変えていかないと、商売

が先細りしていく可能性があります。

日本の多くの企業にとって 3 月は年度の終わり、4 月は新年度の始まりということで、業務に忙殺される方々も

多かったかと思います。ご多分に漏れず、当社も３月は 1 年で一番忙しい月なのですが、なぜか欧米ではロジステ

ィクス業界注目の展示会・カンファレンスが３月～４月に複数開催されます。筆者も締め切りを抱えつつ、欧米に

飛んで参加してきましたので、今回はそこで話題となっていた「IoT」の情報をお届けします。 

インダストリー4.0：IoT（モノのインターネット）とロジスティクス 

新規事業開発室長 

シニアコンサルタント 

坂東 篤 
 

ロジスティクス業界における IoT導入の方向性 
ｚ 

写真 2：ロジマットでのインダストリー4.0 

カンファレンスの様子 

写真 1：セビット会場の様子 

〈ドイツのメルケル首相来訪でセキュリティ
が厳しくなる〉 
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車 1 台を販売して何百万円の売上を

計上するのではなく、自社の車を使

って移動性を確保、移動した分だけ

課金するという「製品のサービス化」

が起こると推測されます。そうなる

と、そのメーカーを顧客としている

ロジスティクス企業にも変化が求め

られることになります。 

 供給側 

IoT のビジネスでの活用について、

筆者の理解は以下の通りです。 

①データを収集する。 

②データを分析する。 

③分析結果を次の事業判断に活用する。 

④上記 1-3を繰り返す。 

技術革新により、①と②が圧倒的

に安く、早く、正確にできるように

なったため、IoT は「第四次産業革

命」と呼ばれるまでになりました。

まず①のデータの収集ですが、IoT

では何から何まで片っ端からセンサ

ーを取り付けてデータを収集します。

そのセンサーのコストがもの凄く安

くなっており「そんなところにも付

けるんかい？」といった所にまで設

置が可能です。次にセンサーで取得

したデータをサーバーなどへ送る必

要がありますが、通信技術の発達で

これも安価に達成できます。我々が

使う携帯電話も、新しいものは 4G 

LTE（第 4世代の高速無線ネットワー

ク）といって大量のデータの取扱い

が可能です。また、大量のデータ送

信は必要ないが、少量データを月に

1 回だけ送信したい場合、低消費電

力の無線技術が求められます。こう

した場合には、放っておいても電池

が 10 年間持つような技術が登場し

ています。 

②のデータの分析には、2000年代

中旬からの人工知能（AI=Artificial 

Intelligence）の指数関数的な発展

が寄与しています。収集された大量

のデータは「ビッグデータ」と呼ば

れますが、これをもの凄いスピード

で分析することが可能になりました。

また、人工知能は人間にインプット

されたデータだけでなく、自らイン

ターネットなどから情報を吸い上げ

て自律的に学習します。前述のグー

グルの囲碁の例もそうですが、10年

かかると予測されていたことが 1～

2 年で達成されてきています。 

◆IoTは新しくない 

以上が、筆者が理解する「IoT の

ビジネスでの活用」ですが、何か新

しい概念がありますでしょうか？ビ

ジネス関連教科書の最初に書いてあ

る項目のような気もするのですが…。 

セビットでも一様に「IoT のコン

セプトは新しくない。以前流行した

BI（ビジネス・インテリジェンス）

や ERP（エンタープライズ・リソー

ス・プランニング）と目指すものは

同じ。」という認識でした。センサー、

通信、人工知能の指数的な発展によ

り、このサイクルを圧倒的なデータ

量とスピードで回すことができるよ

うになったのが IoT であるという捉

え方です。欧米企業（ロジスティク

ス企業、マテハン企業も含みます）

は需要・供給の両面を見据えて、自

社単独ではなくコンソーシアムを組

んでトライアルを実施し、来る IoT

時代に向けて経験値を積み上げよう

と活動しています。 

◆IoT 活用のイメージ一例 

ここまで書いてもイメージが湧か

ない方もいらっしゃると思います。

そこで、筆者の独断と偏見で一例を

挙げさせていただきます。 

物流ではバンニングというコンテ

ナに貨物を詰めこむ作業があります。

積載効率を上げるためにはできるだ

け隙間なくして詰めるのが有効で、

そのためのシミュレーションソフト

も多数存在します。ところが、日本

の物流会社にはバンニングの“神”

のような凄腕の職人がたまにおりま

して、ソフトよりも効率よくバンニ

ングをしてしまうことがあるため、

ソフトを使うインセンティブが高く

ありません（積載効率は物流企業の

損益に直結するため、ある意味致し

方ありません）。しかし、職人の技は

上手く説明できず、次世代への継承

もなされにくいという問題点もあり

ます。人工知能を使うと、こうした

言葉で説明できない職人技・ノウハ

ウも自律的に学習します。最初は職

人に勝てませんが、その後の指数的

な学習によりバンニングのケースを

取り込み、やがて職人技を超える最

適な結果をシミュレーションできる

ようになります。バンニングは個別

最適を図る例ですが、仮に積載効率

を少し落としても配送時間や料金も

勘案してコンテナ 2 個に分けた方が、

サプライチェーン全体でみればコス

トが安く、顧客の満足度も高くなる、

と人工知能が判断するかもしれませ

ん。全体をみて様々な要素を加味し

ながら総合的に判断するのは、人工

知能の方が得意そうです。 

さて、囲碁で起きたことがバンニ

ング（物流）でも起こるでしょうか？

今は「Time will tell.（時が来れば

分かる）」とだけ申し上げておきます。  

 

新規事業開発室長 
シニアコンサルタント 
坂東 篤 

（ばんどう あつし） 

◆出身地：福岡県福岡市 ◆血液型：B型 ◆趣味：ラグビー観戦、ランニング、旅行、酒 

1993年 早稲田大学 教育学部 英語英文学科 卒業 

2001年 University of Washington, Foster School of Business修了 (MBA) 

【得意分野】 新規事業の企画および立ち上げ、海外進出、国際交渉 
 

iPhoneに「been」という、これまで行ったことがある国を世界地図上で示すアプリがあります。社会人になってから 20年

強ずっと国際関連の仕事をしており、2009 年に当社に入社してからも海外調査や取材等で年間四分の一は海外出張

という生活だったので、だいぶ地図も埋まるかな～と期待していたら、全世界のたったの 14%（32 ヶ国）しか行ってないこ

とが判明しました。「あれだけエコノミークラスで長い時間を過ごしても 14%か…」と多少落胆しましたが、同じ国に何度行

っても“1 つ”としかカウントされないのでしょうがないか。 

しかし、いつものハードでバタバタのビジネス出張ではなく、ゆったりしたプライベート旅行で「been」の地図を埋めていきた

いものです。無料のアプリなので、興味のある方は試してみて下さい。 

写真 3：モデックス入口の様子 

写真 4：モデックス展示会場の様子 



 
４  日通総研 ニュースレター 

 
本年 2月 4日に参加 12カ国により

署名された TPPは、発効を目指して
議会承認等各国の国内手続きに入り
ます。今回は、TPPが発効した暁に、
各国の輸出入貨物の流れはどのよう
な影響を受けるのか、国際間物流は
どのように変化するのかという点に
ついて解説します。 
まずは、表 1をご覧下さい。この

表は、TPP参加 12 カ国中、TPPに先
んじてどこの国同士で FTAまたは
EPAを締結しているかを示していま
す。「★」が締結しているペア、「☆」
が締結に向けて交渉を始めているペ
ア（現時点では日本カナダ間のみ）、
「TPP」が FTA、EPAいずれも締結し
ていないペアです。ご覧の通り、半
分以上のペアが既に FTAあるいは
EPA締結済みです。品目ごとに見て
みなければ詳細の断言はできません
が、TPPが発効したとしても、基本
的にこれらの二国間の物流にそれほ
ど大きな影響が発生するとは考えに
くく、影響を受けると予想されるの
は、やはり何の協定も締結していな
い国々の間の物流です。特に影響が
大きいと予想されるのが、日米間と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ASEAN各国/NAFTA間の物流でしょう。 
日本で TPPが議論される際、常に話

題の中心は、「海外の安価な農林水産物
が流入することで、日本の農林水産業
が被るであろう打撃について」になり
ますが、本当にそうなのでしょうか？ 
次に、表 2をご覧下さい。この表

は、各国輸入関税の即時撤廃率と最
終撤廃率を、農林水産物と工業製品
それぞれに分けて示しています。即
時撤廃率とは、TPP 発効と同時に輸
入関税が 0になる品目の割合です。
それに対して、最終撤廃率とは、発
効10数年後に輸入関税が0になる品
目も含め、TPPが関税撤廃の目標と
する全ての品目の割合です。 

ご覧の通り、農林水産物の関税の即
時撤廃率は概して低く、主たる輸入国
となると予想される日米の即時撤廃
率は、いずれも 50%台と非常に低いレ
ベルになっています。つまり、農林水
産物の輸入関税撤廃による影響は短
期間ではなく、中長期間をかけてゆっ
くりと出てくることが予想されます。
それに対して、工業製品の関税の即時
撤廃率は相対的に高く、これまた主た
る輸入国になると思われる日米両国

の即時撤廃率は、と
もに 90%を超える高
いレベルになってい
ます。つまり、工業
製品の荷動きの変化
の方が、農林水産物
に比べて遙かに早い
スピードで出てくる
可能性があるという
ことです。 
TPP参加 12カ国の

中で、工業製品の輸
出国として特に注目
すべき国は、マレー
シアとベトナムです。
この 2カ国にとって、
米国を中心とする

NAFTA3カ国との FTA/EPA締結は TPP
が初めてであり、近年二桁台の伸び
が続く NAFTA向け輸出が、TPP発効
によりさらに拡大する可能性があり
ます。両国には日本企業も多数進出
しており、現地工場から米国への輸
出、さらに近年米国の工場として成
長著しいメキシコへの輸出の伸びが
予想されます。 
環太平洋物流においては、長らく

中国発北米向け東航の流れが中心を
担ってきましたが、TPPの発効は、
この従来の太い流れに加えて、ASEAN
発北米向けという、もう一つ新たな
メインストリームが形成されるきっ
かけとなる可能性があります。 
一方、日本は TPP参加国中 9カ国

と FTA/EPA締結済みで、カナダとも
TPPに先んじて EPA 交渉を開始して
いますが、米国との間では、今回の
TPPが初めての FTA/EPAとなります。
現時点でも米国向けの輸出が多く、
「分母」が大きいため、マレーシア
発やベトナム発ほど高い伸びは期待
できないかもしれませんが、ハイエ
ンドの工業製品を主体として、米国
向け輸出の一定の伸びが見込まれる
のではないでしょうか。 

購読のご希望がございましたらご連絡ください。また、ご意見・ご感想・ご要望、お待ちしております。 
URL：http://www.nittsu-soken.co.jp 
日通総研 編集部 mail：logi_plus_pr@soken.nittsu.co.jp 

TPP 発効による関税撤廃が物流に与える影響は？ 

★：TPP以外の FTA/EPA締結済み  ☆：TPP以外の FTA/EPA締結交渉中  
TPP：TPP以外に FTA/EPAの締結なし 

表 1：TPP参加 12ヵ国の FTA/EPA締結状況 
出所：JICA 「世界と日本の FTA一覧」（2015年 11月時点）をもとに作成 

シンガ
ポール

ﾆｭｰｼﾞｰ
ﾗﾝﾄﾞ

チリ ブルネイ 米国
ｵｰｽﾄ
ﾗﾘｱ

ペルー ベトナム
マレー
シア

カナダ メキシコ 日本

シンガ
ポール

★ TPP ★ ★ ★ ★ ★ ★ TPP TPP ★

ﾆｭｰｼﾞｰ
ﾗﾝﾄﾞ

★ TPP ★ TPP ★ TPP ★ ★ TPP TPP ★

チリ TPP TPP TPP ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

ブルネイ ★ ★ TPP TPP ★ TPP ★ ★ TPP TPP ★

米国 ★ TPP ★ TPP ★ ★ TPP TPP ★ ★ TPP

ｵｰｽﾄ
ﾗﾘｱ

★ ★ ★ ★ ★ TPP ★ ★ TPP TPP ★

ペルー ★ TPP ★ TPP ★ TPP TPP TPP ★ ★ ★

ベトナム ★ ★ ★ ★ TPP ★ TPP ★ TPP TPP ★

マレー
シア

★ ★ ★ ★ TPP ★ TPP ★ TPP TPP ★

カナダ TPP TPP ★ TPP ★ TPP ★ TPP TPP ★ ☆

メキシコ TPP TPP ★ TPP ★ TPP ★ TPP TPP ★ ★

日本 ★ ★ ★ ★ TPP ★ ★ ★ ★ ☆ ★

専務取締役 

田阪 幹雄 

即時撤廃率 最終撤廃率 即時撤廃率 最終撤廃率

シンガポール 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

ニュージーランド 97.7% 100.0% 93.9% 100.0%

チリ 96.3% 99.5% 94.7% 100.0%

ブルネイ 98.6% 100.0% 90.6% 100.0%

アメリカ合衆国 55.5% 98.8% 90.9% 100.0%

オーストラリア 99.5% 100.0% 91.8% 99.8%

ペルー 82.1% 96.0% 80.2% 100.0%

ベトナム 42.6% 99.4% 70.2% 100.0%

マレーシア 96.7% 99.6% 78.8% 100.0%

カナダ 86.2% 94.1% 96.9% 100.0%

メキシコ 74.1% 96.4% 77.0% 99.6%

日本 51.3% 81.0% 95.3% 100.0%

平均 81.7% 97.1% 88.4% 100.0%

国名
農林水産物 工業製品

注：農林水産物の撤廃率は HS コードのライン数をベースに、
工業製品の撤廃率は品目数をベースに算出 

 

表 2：各国輸入関税の即時撤廃率と最終撤廃率 

出所：内閣官房 TPP政府対策本部 
「TPPにおける関税交渉の結果」をもとに作成 

編集部よりひと言 

おかげさまで、今号をもちまして「ろじたす L＋」は創刊一周年を迎えます。手さぐりで始めた 1 年前、コンテンツが継続
できるものか不安でいっぱいだったことを思い出します。それにしてもこの 1 年間の記事を見返してみると、当社の社員は世
界中を飛び回っているんだなと改めて実感しました。そして、物流に纏わるトピックを扱っている中にも、世の中の急速な変
化を感じずにはいられません。これからの 1 年もまた、どんな変化が起こるのか楽しみにしつつ、最新のトピックを盛り込み
ながら引き続きお届けしていきたいと思います。                            編集長 歓崎 

＜次回トピック＞ 6月 20日発行予定  

◆トラックドライバーを増やすために 他                （次回トピックは変更になることがあります。） 


